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田川税務署長

川崎　廣次

公益社団法人
　田川法人会

　会　長

　菅原　潔

青
年
部
会 

部
会
長　

澤　

村　

清
太
郎

女
性
部
会 

部
会
長　

真　

鍋　
　
　

糸

青
年
部
会
で
は
社
会
貢
献

事
業
を
は
じ
め
租
税
教
育
に

今
年
も
会
員
一
同
親
会
と

共
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す

   　

青
年
部
会
員
一
同

女
性
部
会
で
は
租
税
教
育
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
置
き
傘
の

設
置
、
キ
ャ
ッ
プ
等
の
収
集
な
ど

社
会
貢
献
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

ご
指
導
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　

女
性
部
会
員
一
同

皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

平
成
二
十
九
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ日

頃
よ
り
田
川
市
郡
内
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す

田
川
法
人
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め

邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

今
年
も
何
卒
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
員
一
同
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◆
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
入
賞
者

○
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
税
」

　
　

原
田　

綾
之

　
　
　

（
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校
１
年
）

○
田
川
県
税
事
務
所
長
賞

　

「
税
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」

　
　

篠
原　

優
菜
（
東
鷹
高
等
学
校
１
年
）

　

「
納
税
の
義
務
と
権
利
」

　
　

芳
中　

樹
里

　
　
　

（
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校
１
年
）

○
田
川
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

　

「
税
金
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
」

　
　

小
谷
川　

春
奈
（
東
鷹
高
等
学
校
１
年
）

　

「
税
の
大
切
さ
」

　
　

山
口　

真
白
（
東
鷹
高
等
学
校
１
年
）

　

「
税
に
つ
い
て
」

　
　

吉
井　

太
輝
（
東
鷹
高
等
学
校
１
年
）

　

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
」

　
　

谷
口　

彩
葵
（
西
田
川
高
等
学
校
１
年
）

　

「
税
金
に
つ
い
て
」

　
　

首
藤　

杏
実
（
西
田
川
高
等
学
校
１
年
）

　

「
「
税
金
」
に
対
す
る
考
え
方
」

　
　

 

梶
原　

奈
々
（
福
智
高
等
学
校
３
年
）

　

「
税
金
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　

山
下　

巧
（
福
智
高
等
学
校
３
年
）

◆
中
学
生
の

　

税
に
関
す
る
作
文
入
賞
者

○
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
税
に
つ
い
て
」

　
　
　

久
保
田　

り
お

　
　
　
　

（
方
城
中
学
校
３
年
）

　

「
税
金
に
つ
い
て
」

　
　
　

相
原　

魅
遥

　
　
　
　

（
金
田
中
学
校
３
年
）

○
田
川
税
務
署
管
内

　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

「
税
金
の
た
い
せ
つ
さ
」

　
　
　

中
畑　

明
穂

　
　
　
　

（
添
田
中
学
校
３
年
）

　

「
身
近
な
税
」

　
　
　

陣
矢　

真
帆

　
　
　
　

（
添
田
中
学
校
３
年
）

　

「
税
に
つ
い
て
」

　
　
　

杉
原　

彩
華

　
　
　
　

（
方
城
中
学
校
３
年
）

　

「
全
く
興
味
が
無
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

税
に
つ
い
て
」

　
　
　

神
崎　

純

　
　
　
　

（
香
春
中
学
校
３
年
）

　

「
私
た
ち
を
支
え
る
税
金
」

　
　
　

平
岩　

真
祐
美

　
　
　
　

（
香
春
中
学
校
３
年
）

　

「
税
」

　
　
　

永
松　

悠
羽

　
　
　
　

（
川
崎
中
学
校
３
年
）

　11月11日～17日までの１週間にわたり、「税を考える週間」
が行われました。
　多くの人に税の仕組みや目的を考えてもらい、税に対して理
解を深めてもらうことを目的に全国で行われているもので、田
川税務署管内でも、税に関する作文の募集・表彰、納税表彰等
の行事が実施されました。
　当法人会もこの行事に協賛し、正しい税知識の普及に努めて
まいりました。

平成28年度

税を
考える週間

▲福智高校にて

▲川崎中学校にて ▲香春中学校にて ▲添田中学校にて ▲金田中学校にて ▲方城中学校にて

▲西田川高校にて ▲東鷹高校にて ▲田川科学技術高校にて
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平成28年度

 納 税 表 彰

「
税
の
標
語
」
表
彰

●
国
税
局
長
納
税
表
彰

　

中
畑　

正
人 

殿　

〔
職
業
〕

  


ナ
カ
ハ
タ 

代
表
取
締
役

〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

副
会
長

●
税
務
署
長
納
税
表
彰

　

鶴
田　

達
哉 

殿　

〔
職
業
〕

　

麻
生
田
川
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業


　

代
表
取
締
役　
　

 

〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

常
任
理
事

　

鬼
丸　

昌
広 

殿　

〔
職
業
〕

　


ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

　

代
表
取
締
役　

〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

理
事

●
税
務
署
長
感
謝
状

　

江
藤　

忠
典 

殿　

〔
職
業
〕

　


江
藤　

代
表
取
締
役

〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

常
任
理
事

　

北
代　

淳
子 

殿　

〔
職
業
〕

　


田
川
善
行
社

　

セ
レ
モ
ニ
ー
天
平
会
館　

会
長

〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

（
公
社
）
田
川
法
人
会

　

女
性
部
会
副
部
会
長

●
租
税
教
育
推
進
校
等
税
務
署
長
感
謝
状

　

公
益
社
団
法
人
田
川
法
人
会

　

青
年
部
会
・
女
性
部
会

　

田
川
間
税
会
で
は
、
田
川
市
郡
内
の
中
学
生
を
対

象
に
「
税
の
標
語
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
校
４
９
５
名
の
生
徒
よ
り
８
８
４

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

間
税
会
会
長
、
田
川
税
務
署
長
、
法
人
統
括
官
、

上
席
調
査
官
、
会
務
運
営
委
員
に
よ
る
優
秀
作
品
の

選
考
会
を
行
い
、
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選
作
品

１
点
、
田
川
間
税
会
会
長
賞
３
点
、
田
川
税
務
署
長

賞
２
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
24
日
（
木
）
後
藤
寺
中
学
校
・
田
川

中
学
校
・
大
任
中
学
校
・
糸
田
中
学
校
・
中
央
中
学

校
を
訪
問
し
、
川
崎
署
長
よ
り
田
川
税
務
署
長
賞
の

表
彰
、
市
岡
会
長
よ
り
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選

と
田
川
間
税
会
会
長
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
全
国
間
税
会
総
連
合
会　

入
選　
　

「
助
け
合
う　

み
ん
な
の
暮
ら
し
に　

消
費
税
」

　
　

二
川　

愛
梨
（
中
央
中
学
校
１
年
）

●
田
川
間
税
会
会
長
賞

「
税
金
を　

納
め
て
明
る
い　

町
づ
く
り
」

　
　

森
川　

綺
星
（
大
任
中
学
校
１
年
）

「
税
金
は　

国
を
動
か
す　

歯
車
だ
」

　
　


嶋　

和
輝
（
後
藤
寺
中
学
校
１
年
）

「
税
金
は　

日
本
を
支
え
る　

エ
ネ
ル
ギ
ー
」　
　

　
　

氏
森　

佳
登
（
糸
田
中
学
校
１
年
）

●
田
川
税
務
署
長
賞

「
活
き
て
ま
す　

明
る
い
社
会
に　

消
費
税
」　
　

　
　

中
野　

珠
温
（
大
任
中
学
校
１
年
）

「
消
費
税　

み
ん
な
の
未
来　

え
が
く
た
め
」　
　

　
　

野
下　

菜
々
子
（
田
川
中
学
校
２
年
）　

　永年にわたり税務行政の運営に功績のあった方々に対
し、税務署長が表彰状を授与されました。
　受彰者は次のとおりです。

▲田川中学校にて

▲香月青年副部会長
　真鍋女性部会長　

▲糸田中学校にて ▲後藤寺中学校にて ▲大任中学校にて ▲中央中学校にて

▲北代淳子氏 ▲江藤忠典氏 ▲鬼丸昌広氏 ▲鶴田達哉氏 ▲中畑正人氏
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社会貢献活動

第
21
回　

親
と
子
の
映
画
祭

第
24
回　

チ
�
リ
テ
�
�
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
４
日
（
火
）
、
第
24
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
、

鷹
羽
ロ
イ
ヤ
ル
Ｃ
Ｃ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
１
２
３
名
も

の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
も
、
役
員
や
企
業

の
皆
様
よ
り
多
く
の
協
賛
を
頂

き
、
厚
生
委
員
と
保
険
会
社
推

進
員
の
方
々
に
は
、
早
朝
か
ら

の
準
備
と
夕
方
遅
く
ま
で
の
片

付
け
と
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
、
田
川

市
と
添
田
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
代
表
者
の
方
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
各
賞
の
表
彰

の
後
、
大
抽
選
会
を
行
い
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
更
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
内
容
の
充
実
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
多
数
の
方
の
ご
参
加
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

（
厚
生
委
員
長

　
　
　
　
　
　

加
納　

仁
志
）

　

11
月
20
日
（
日
）
第
21
回
親

と
子
の
映
画
祭
が
、
田
川
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
恒
例
行
事
が
、
今

年
は
都
合
に
よ
り
11
月
下
旬
に

な
り
ま
し
た
が
、
「
名
探
偵
コ

ナ
ン
」
最
新
版
を
上
映
、
２
６

５
名
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者

の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

上
映
の
あ
と
、
租
税
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
、
「
税
金

○
×
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
な
り
に
一
生

懸
命
に
考
え
、
大
変
な
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

　

毎
回
、
映
画
祭
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、

○
×
ク
イ
ズ
も
周
知
さ
れ
て
き

つ
つ
あ
り
、
と
て
も
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
も
よ
り
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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11
月
６
日
（
日
）
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
コ
ー
ル
マ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
、

11
月
12
日
（
土
）
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
、
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
、
11

月
19
日
（
土
）
道
の
駅
い
と
だ
お
じ
ゅ
ご
ん
ち
市
場
、
11
月
26
日
（
土
）
道
の

駅
香
春
わ
ぎ
え
の
里
で
「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事
の
一
環
と
し
て
、
税
金
○

×
ク
イ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
よ
っ
て
は
、
準
備
し
て
い
た
景
品
や
参
加
賞
が
１
時
間
程
度
で
無
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
大
盛
況
と
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
参
加
し
て
頂
い
た
方
も
、

真
剣
な
眼
差
し
で
税
に
関
す
る
問
題
に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
「
税
を
考
え
る
」
機
会
を
提
供
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
女
性
部
会
長　

真
鍋　

糸
）

　

女
性
部
会
で
は
、
皆
様
の
お
役
に

た
て
て
い
た
だ
き
た
く
、
今
年
も
置

き
傘
の
設
置
を
致
し
ま
し
た
。

　

田
川
市
、
糸
田
町
、
福
智
町
、
赤

村
の
各
小
学
校
へ
合
計
２
０
０
本
を

そ
れ
ぞ
れ
役
員
で
届
け
ま
し
た
。

　

置
き
傘
の
設
置
を
始
め
て
５
年
に

な
り
ま
し
た
。
ど
の
学
校
で
も
大
変

助
か
っ
て
い
る
と
の
お
話
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
ろ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
　

（
女
性
部
会
長　

真
鍋　

糸
）

税
金
○
×
ク
イ
ズ

置
き
傘
の
設
置

　

12
月
14
日
（
水
）
、
ｅ

ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
普
及
促
進
の
た

め
設
け
て
い
る
田
川
税
務

署
の
花
壇
に
、
青
年
部
会
、

女
性
部
会
で
今
年
も
花
を

植
え
ま
し
た
。

　

小
雨
模
様
の
寒
い
中
、

税
務
署
の
方
々
に
も
ご
協

力
頂
き
、
青
年
・
女
性
部

会
の
み
な
さ
ん
も
手
を
土

ま
み
れ
に
し
な
が
ら
奮
闘

し
、
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
の
花
文

字
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
花
植
え

▲赤小学校にて

▲道の駅香春 ▲道の駅いとだ

▲道の駅おおとう ▲歓遊舎ひこさん

▲TAGAWAコールマインフェスティバル



平成29年１月１日た　が　わ(７)　  第　126　号

地域別最低賃金

福岡県最低賃金

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業

１時間 765円

１時間 903円

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

１時間 857円

輸送用機械器具製造業 １時間 880円

百貨店、総合スーパー １時間 824円

自動車（新車）小売業 １時間 870円

平成28年10月１日

平成28年12月10日

効力発生日

特定最低賃金 効力発生日

最低賃金改定のお知らせ

▲中元寺小学校にて
Ｈ28.12.5 (月)

▲伊田小学校にて
Ｈ28.11.25 (金)

▲落合小学校にて
Ｈ28.10.19 (水)

▲金田小学校にて
Ｈ28.12.13 (火)

▲伊方小学校にて
Ｈ28.11.29 (火)

▲川崎東小学校にて
Ｈ28.10.26 (水)

▲弓削田小学校にて
Ｈ28.12.19 (月)

　

租
税
教
室
も
今
年
で
５
年
目
、
今
年
度
は
１
月
ま
で
に
田
川
市

郡
の
小
学
校
15
校
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

田
川
税
務
署
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
開
催
前
に
は
勉
強
会

を
実
施
、
青
年
・
女
性
部
会
員
全
員
が
講
師
を
務
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
先
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
毎
回

勉
強
し
、
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
達
が

税
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
、
将
来
の
納

税
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
租
税
教
室
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

租
税
教
室

事
務
局
か
ら
お
願
い

記

(公社)田川法人会会長　菅原 潔(スガワラキヨシ)　名義

　　　　　　　　　 普通預金　口座番号

田川信用金庫西支店　　〃　　 

福岡銀行後藤寺支店　　〃　

　  〃　 伊 田 支 店　　〃　

　  〃 　川 崎 支 店　　〃

　  〃 　添 田 支 店　　〃

　  〃 　金 田 支 店　　〃

西日本シティ銀行東田川支店　　〃

　  〃 　田 川 支 店　　〃

33203

1105011

1201446

763427

999345

1018345

604967

953745

○
平
成
28
年
度

　
　
　

年
会
費
納
付
の
お
願
い

　

平
成
28
年
度
年
会
費
未
納
の
方
は
、

左
記
い
ず
れ
か
の
口
座
へ
お
振
込
み

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

※
会
費
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
預
金

口
座
か
ら
の
自
動
振
替
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
関
し
て
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
法
人
の
名
称
・
所
在
地
・
代
表
者

氏
名
・
電
話
番
号
等
の
変
更
が
生
じ

た
時
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

事
務
局

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

４
５-

８
０
０
５

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
５-

８
１
０
５

※特定最低賃金に該当しない
　産業は、福岡県最低賃金
　（１時間765円）が適用さ
　れます。
　詳しくは、福岡労働局労働
　基準部監督課賃金室
　TEL 092 -  411 -  4578
　FAX 092 -  411 -  2633
　ホームページアドレス　　
　h t t p : / / f u k u o k a -
　 r o u d o u k y o k u . j s i t e .
　m h l w . g o . j p /
　または、お近くの労働基準
　監督署までお尋ねください。
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青
年
部
会
研
修
会

女
性
部
会
見
学
研
修

優
良
企
業
見
学
研
修

　

９
月
28
日
（
水
）
、

毎
年
恒
例
の
優
良
企

業
研
修
を
75
名
の
参

加
を
い
た
だ
き
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
臼
杵
市
の

フ
ン
ド
ー
キ
ン
醤
油


味
噌
工
場
と
小
手

川
酒
造

の
見
学
を

し
ま
し
た
。
午
前
８

時
に
バ
ス
２
台
で
出

発
、
一
路
東
九
州
道

を
臼
杵
市
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

味
噌
工
場
で
は
、

高
品
質
の
味
噌
を
効

率
的
に
生
産
す
る
た
め
、
最
新
の
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
採

用
し
て

“手
造
り
”
の
味
を
目
指
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

公
害
防
止
に
も
細
心
の
配
慮
を
し
た
最
新
鋭

の
工
場
で
し
た
。

　

小
手
川
酒
造
は
江
戸
の
風
情
を
残
し
た
城
下

町
の
一
角
に
そ
の
佇
ま
い
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
試
飲
に
舌
鼓
を
う
っ
て

い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
豪
華
懐
石
料
理
を
い
た
だ
き
、
幸
せ

そ
う
な
笑
顔
が
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
充
実
し
た
優
良
企
業
研
修
を
計
画
致

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
研
修
委
員　

中
野　

泰
）

　

９
月
16
日
（
金
）
、
佐
賀
県
の
ヤ
ク
ル
ト
食

品
工
業

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
工
場
で
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、

乾
め
ん
、
手
延
め
ん
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ヤ

ク
ル
ト
さ
ん
で
麺
を
生
産
し
て
い
る
事
を
初
め

て
知
る
事
に
。

　

製
品
に
つ
い
て
は
、
栄
養
面
や
安
全
面
に
と

て
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
ラ
ー
メ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
が
、
大

変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

昼
食
後
は
小
城
羊
羹
を
求
め
て
帰
途
へ
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
が
共
有
出
来
た
事
に
感
謝
。

　

又
、
多
く
の
会
員
さ
ん
方
と
共
有
出
来
る
事

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

（
女
性
部
会
副
部
会
長　

竹
下　

由
美
子
）

　

平
成
28
年
11
月
24
日
（
木
）
高
羽
会
館
に
於
い
て
、
田

川
税
務
署
川
崎
署
長
を
お
招
き
し
、
税
務
研
修
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
署
長
は
歴
史
に
精
通
さ
れ
て
お
り
、

税
務
署
赴
任
先
で
地
域
の
歴
史
を
調
べ
ら
れ
て
お
り
、
今

回
の
税
務
研
修
会
で
も
田
川
の
歴
史
に
つ
い
て
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
た
だ
歴
史
講
話
で
は
無
く
、
「
税
」

を
か
ら
め
て
の
歴
史
講
話
で
、
税
の
起
源
と
変
遷
の
内
容

で
は
、
香
春
税
務
署
が
あ
っ
た
経
緯
を
伺
い
経
済
の
発
展

と
税
の
変
遷
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ

て
い
た
だ
き
、
学
び
の
多
い
講
話
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
澤
村
部
会
長
よ
り
本
年
度
の
活
動
報
告
と
、
今

後
さ
ら
に
、
租
税
教
育
を
中
心
に
活
動
し
て
い
く
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
青
年
部
会
副
部
会
長　

吉
田　

伸
也
）
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◆
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

７
月
11
日
か
ら
27
日
、
た
が

わ
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
簡
単
コ
ー
ス
・
応
用
コ

ー
ス
を
実
施
し
、
各
コ
ー
ス
10

〜
20
名
の
方
に
受
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
新
設
法
人
説
明
会

　

７
月
26
日
（
火
）
田
川
税
務

署
に
て
、
新
設
法
人
を
対
象
に

実
施
し
、
10
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
川
税
務

署
法
人
課
税
部
門
担
当
官
よ
り
、

テ
キ
ス
ト
「
会
社
の
税
金
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
も
と
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、
自

主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
つ

い
て
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
川
法
人
会
中
島
副

会
長
よ
り
、
法
人
会
の
活
動
方

針
や
事
業
活
動
等
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
法
人
会
へ
の
加

入
勧
奨
を
し
ま
し
た
。

◆
決
算
説
明
会

　

７
月
28
日
（
木
）
青
少
年
文

化
ホ
ー
ル
に
て
説
明
会
を
実
施

し
、
37
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

田
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

担
当
官
、
九
州
北
部
税
理
士
会

田
川
支
部
所
属
の
佐
竹
税
理
士

よ
り
、
決
算
・
申
告
の
実
務
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
税
制
改
正
要
望

　

毎
年
行
っ
て
い
る
来
年
度
の

税
制
改
正
要
望
を
11
月
29
日

（
火
）
に
、
中
里
担
当
副
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
税
制
委
員
２

名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
川
崎
町
の
手
嶋
町
長
、

見
月
町
議
会
議
長
及
び
武
田
衆

議
院
議
員
事
務
所
を
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。

　

手
嶋
町
長
及
び
見
月
議
長
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
面
談
い
た
だ

き
、
「
平
成
29
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
」
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
長
と
は
１
時
間
程
度
時
間

を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
議
長
に

は
重
要
な
会
議
中
に
時
間
を
取

っ
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

会
談
の
席
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
（
自
治
体
へ
の
寄
付
）
の

本
質
的
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
す
る
事
が
で
き
、
有
意

義
な
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

（
税
制
委
員
長

　
　
　
　
　
　

清
水　

洋
一
）

◆
講
習
・
講
演
会

　

12
月
７
日
（
水
）
青
少
年
文

化
ホ
ー
ル
に
て
、
講
習
・
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
48
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
田
川
税
務
署

法
人
課
税
担
当
官
よ
り
、
「
税

制
改
正
の
あ
ら
ま
し
」
の
テ
キ

ス
ト
に
も
と
づ
い
た
解
説
と
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ

い
て
、
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明

頂
き
ま
し
た
。

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
関
心
が
強
く
、

真
剣
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
「
見
つ
け
る
、

つ
な
ぐ
、
動
か
す
」
と
題
し
て
、

福
岡
県
立
大
学
教
授　

田
代
英

美
氏
よ
り
、
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
、
人
口
減
少
、
地

域
産
業
の
衰
退
が
進
ん
で
い
る

地
域
社
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
資
源
を
見
つ
け
（
住

民
が
認
知
す
る
）
、
つ
な
ぎ
（
他

の
地
域
と
の
回
路
を
つ
く
る
）
、

動
か
し
（
回
路
を
動
か
す
仕
組

み
を
つ
く
る
）
、
活
気
あ
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
、

実
例
を
挙
げ
な
が
ら
お
話
し
頂

き
ま
し
た
。

　

岩
手
県
葛
巻
町
の
、
乳
牛
の

排
泄
物
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ

ス
シ
ス
テ
ム
や
生
産
量
全
国
ト

ッ
プ
の
山
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
ワ

イ
ン
の
醸
造
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
都
市
エ
ッ

セ
ン
の
炭
鉱
業
遺
産
群
で
は
、

施
設
を
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
博
物
館
と
し
て

活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進

む
田
川
地
域
の
活
性
化
を
は
か

る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
住
民
が

地
域
の
資
源
を
認
知
す
る
こ
と

か
ら
…
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
消
費
税
期
限
内
納
付

　

推
進
運
動

　

田
川
税
務
署
管
内
消
費
税
期

限
内
納
付
推
進
運
動
連
絡
会
で

は
、
期
限
内
納
付
推
進
を
図
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
「
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
ね
！
み
ん
な
の
大
事
な

消
費
税
」
の
横
断
幕
を
、
田
川

市
内
の
２
ケ
所
、
香
春
町
１
ケ

所
、
福
智
町
２
ケ
所
、
川
崎
町

１
ケ
所
に
設
置
、
「
消
費
税
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
」
の

桃
太
郎
旗
を
、
田
川
市
郡
内
40

か
所
に
２
０
０
本
設
置
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
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企 業 紹 介

　田川ヨコハマタイヤ(株)

は、昭和46年にヨコハマゴ

ムの総代理店十和ゴム工業

所(有)として創業されまし

た。私がまだ小学生の時に、

昨年亡くなった会長であっ

た父（亀川洋）が始めた小

さな会社でございました。

現在、田川の西に800坪の

田川ヨコハマタイヤ(株)本店を、東のバイパス

沿いにタイヤガーデン田川を置き、タイヤ、ホ

イール、オーディオ、ナビ、ドラレコ、ショッ

クアブソーバー、ＬＥＤ、バッテリー、その他

色々な自動車用品を卸、小売販売しております。

田川を愛する企業として頑張りますので、宜し

くお願いします。

代表取締役

亀川　寿

本社住所　田川市大字弓削田3609

Ｔ Ｅ Ｌ　09 4 7－4 4－6 6 3 3

Ｆ Ａ Ｘ　09 4 7－4 4－7 4 5 2

営業種目　タイヤ販売、カーオーディオ販売

田川ヨコハマタイヤ
株式会社

株式会社 福智設計
土地家屋調査士 日高秀則事務所

　福智町市場で平成17年に

創業、地域の測量・登記・

土木設計に携わってきまし

た。

　信頼、信用をモットーに、

官公署、民間のお客様に接

してきました。

　今後も誠実に業務を行っ

ていきたいと思います。

代表取締役

日高　秀則

本社住所　田川市福智町市場912番地２

Ｔ Ｅ Ｌ　09 4 7－2 8－6 3 1 3

Ｆ Ａ Ｘ　09 4 7－2 8－6 7 7 0

営業種目　測量・表示に関する登記・土木設計

E - m a i l　f l h 8 0 @ h y p e r . o c n . n e . j p 

田川法人会ホームページをご利用ください

 URL：http ://t -hou j in . jp/

田川法人会 検 索検 索

　税に関する情報、各種研修会・講演会等のご
案内、会員サービス、事業報告などを掲載して
います。
　また、企業の紹介が無料で掲載できます。ご
希望の方は事務局までご連絡ください。
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会
員
数 

１
２
９
４
社

加
入
率 

88
・
３
％

平
成
28
年
度

会
員
増
強
運
動
表
彰
式
開
催

第
１
支
部
（
後
藤
寺
）

　


カ
ズ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

　

(同)H
air`s L

eap

　

第
２
支
部
（
後
藤
寺
）　

　

西
日
本
繊
維
協
業
組
合　

第
３
支
部
（
後
藤
寺
）

　


植
田
建
設

　


要
建
設

　

(名)
後
藤
自
動
車　

第
７
支
部
（
夏
吉
・
糒
）

　


安
信

　


ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

　

筑
豊
三
豊
ア
ル
ミ


　


Ｔ
＆
Ｎ　

第
８
支
部
（
香
春
）

　


グ
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー

　


日
新
工
業

　


フ
ァ
ー
ム
ズ

　

菅
原
産
業

田
川
営
業
所

第
９
支
部
（
大
任
・
赤
）

　


あ
み
て
ぃ
え

　


あ
ゆ
み
会

　

(企)
大
任
町
鉄
筋
加
工
セ
ン
タ
ー

　

鷹
羽
ソ
ー
ラ
ー
(同)

　


祐
仁
会 

永
川
外
科
医
院

　


若
草

第
10
支
部
（
赤
池
）

　

小
松
建
設


　


太
洋
企
画

　

吉
田
運
送


第
11
支
部
（
方
城
）

　


ア
ク
ト
ラ
イ
ズ

　


Ｇ
＆
Ｔ

　


武
広

　


ふ
く
ち
の
郷　

第
12
支
部
（
金
田
）

　


ア
イ
ル

　

エ
コ
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト


　

黒
田
建
設


　


シ
バ
オ

　

中
村
工
務
店


　


ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ン
九
州

第
13
支
部
（
糸
田
）

　


い
と
だ

　


新
日
本
建
設

　


リ
ベ
ロ

第
14
支
部
（
池
尻
・
田
原
）

　

有
田
工
業


　


正
久
会 

荒
木
小
児
科

第
15
支
部
（
川
崎
・
安
真
木
）

　


あ
ゆ
が
え
り
の
里

　


川
崎
Ｄ
ｅ
・
愛　

第
16
支
部
（
添
田
）

　

(資)
ア
ー
ク

　


五
嶋
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

　

サ
ポ
ー
ト

　


新
電
工

　

添
田
産
業
サ
ー
ビ
ス


　

ラ
イ
フ
ア
シ
ス
ト


　

今
年
も
全
国
一
を
目
指
し
て
、

会
員
増
強
運
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

10
月
よ
り
支
部
・
地
区
会
議

を
開
催
し
、
各
支
部
長
・
地
区

長
は
じ
め
役
員
の
方
の
奮
闘
努

力
、
ま
た
、
税
理
士
の
先
生
方

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
88
・
３

％
の
加
入
率
を
達
成
出
来
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
組
織
委
員
長

　
　
　
　
　
　

中
島　

正
光
）

　

新
入
会
員
紹
介

平
成
27
年
12
月
〜

平
成
28
年
11
月
入
会

会
員
増
強
運
動

第
31
次

（
支
部
・
地
区
会
議
）

加入率全国一を
目指して! !

　

平
成
28
年
度
会
員
増
強
運
動

表
彰
式
を
11
月
22
日
（
火
）
香

春
町
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
田

川
税
務
署
長
を
は
じ
め
ご
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
運
動
に
お
い
て
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
支
部
と

個
人
に
対
し
、
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

○
加
入
率
の
高
い
支
部

　

最
優
秀
賞　

第
16
支
部

　

優
秀
賞　
　

第
11
支
部

　

準
優
秀
賞　

第
９
支
部

○
加
入
率
の
伸
び
の
高
い
支
部

　

最
優
秀
賞　

第
12
支
部

　

優
秀
賞　
　

第
13
支
部

　

準
優
秀
賞　

第
15
支
部

○
特
別
賞
（
他
支
部
を
加
入
勧

　

奨
し
た
個
人
）

　

（
第
３
支
部
）
田
中　

了

　

（
第
４
支
部
）
野
田　

大
介

　

（
第
５
支
部
）
柏
木　

正
國

　

（
第
６
支
部
）
市
岡　

敏
生

　

（
第
11
支
部
）
香
月　

正
美

　

（
第
12
支
部
）
桑
野　

秀
幸

　

（
第
15
支
部
）
沖
本　

孝
一

▲特別賞 ▲加入率の伸びの高い支部 ▲加入率の高い支部
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９
月
８
日
〜
９
日
、
法
人
会
全

国
青
年
の
集
い
「
北
海
道
大
会
」

に
、
田
川
法
人
会
青
年
部
会
よ
り

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「B

e A
m
b
itio
u
s! 

D
o
 A
ctio
n
!

」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
北
の
大
地
「
北
海
道
」

に
全
国
の
青
年
部
会
員
が
一
堂
に

集
い
、
志
を
持
ち
行
動
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
あ
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
青
年
部
会
活

動
が
よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な

る
事
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
の
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
か
ら

選
出
さ
れ
た
租
税
教
育
活
動
の
取

組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

局
連
も
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ

た
物
が
多
く
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
今
回
は
社
会
保
障
制
度
（
税

の
使
途
）
に
つ
い
て
各
単
位
会
ご

と
に
意
見
発
表
を
行
い
、
新
し
い

観
点
（
税
の
使
途
）
を
加
え
た
租

税
教
育
活
動
を
行
う
上
で
、
何
が

で
き
る
か
を
考
え
、
青
年
部
会
の

意
見
集
約
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
の

西
紀
明
氏
よ
り

「
夢
は
、
努
力
で
か
な
え
る
」
の

演
題
の
も
と
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
と

し
て
の
貴
重
な
体
験
談
、
選
手
兼

監
督
と
し
て
選
手
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
役
割
な
ど
、
私
た
ち
経
営

者
に
と
っ
て
も
貴
重
な
話
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
強
化
選
手
へ
の
活
動
を
支
援

し
て
い
く
た
め
に
は
、
租
税
が
非

常
に
重
要
な
役
割
で
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
に
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
の
か
を
知
る
機
会
で
あ
り
、
そ

の
知
識
は
今
後
の
租
税
教
育
活
動

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
田
川
法
人
会
青
年
部

会
は
、
地
域
の
為
、
日
本
の
為
に

先
ず
は
国
や
地
域
の
礎
で
あ
る

「
租
税
」
の
重
要
さ
を
子
ど
も
達

に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
会
の
柱
と

し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
、
今
後
は
会
員
増

強
に
も
力
を
い
れ
て
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

部
会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
青
年
部
会
長

　
　
　
　
　
　

澤
村　

清
太
郎
）

第33回 法人会全国大会
長崎大会

第
30
回 

全
国
青
年
の
集
い　

北
海
道
大
会　

　

10
月
20
日
、
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
法
人
会
全
国
大
会
に
、
渡
辺
専
務
理

事
と
共
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
８
０
０
名
も
の
参
加
者
で
溢
れ
る
中
、

記
念
講
演
で
は
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
教
授

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
氏
が
「
地
方

が
生
き
残
る
た
め
に
」
〜
長
崎　

そ
の
歴
史

　

そ
の
魅
力　

そ
の
未
来
〜
の
演
題
で
お
話

を
さ
れ
、
出
島
を
通
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
と
日

本
人
の
か
か
わ
り
や
、
長
崎
の
地
が
日
本
の

西
洋
へ
の
窓
口
で
あ
っ
た
事
等
、
改
め
て
、

そ
の
歴
史
を
興
味
深
く
勉
強
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
、
日
本
の
宗
教
に
も
関
心

を
持
た
れ
、
臨
済
宗
に
入
門
、
得
度
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
日
本
人
よ
り
日
本
の
事
に
精
通

さ
れ
て
お
り
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
部
門
表
彰
、
税
制
改
正
に
関

す
る
提
言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表
等
が
あ
り
、

盛
況
の
う
ち
に
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

宿
は
、
稲
佐
山
の
ホ
テ
ル
清
風
に
と
り
、

長
崎
の
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
い
し
い

地
酒
を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
理
事　

柏
木　

正
國
）

《福岡県と県内全市町村からのお知らせ》

■お問い合せ先
　【制度に関すること】
　　　　福岡県税務課個人住民税徴収機動班
　　　　　　　　　　　TEL092-643-3049
　【手続きに関すること】
　　　　各市町村個人住民税担当課

「所得税は源泉徴収しているけれど個人住民税はしていない」ということはありませんか？
　県内全市町村は、平成29年度課税分から次の取組を一斉に実施します。
①特別徴収未実施の事業主の方を対象に、特別徴収義務者の指定を徹底します。
②既に特別徴収を実施している事業主の方も、普通徴収としている従業員の方の特別徴収への切り替
　えを徹底します。
　この取組により、平成29年１月に提出する給与支払報告書から、全ての事業主の方において、普通
徴収に係る取扱いと事務手続きが一部変更となります。
　　詳しくは福岡県ホームページをご覧ください。
　　（田川法人会ＨＰにも掲載）
　　「個人住民税　特別徴収推進のひろば」

県内全市町村は、個人住民税の特別徴収を徹底します！

福岡県 特別徴収推進 検 索検 索
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田川税務署からのお知らせ

田川税務署では、平成28年分確定申告期の申告相談を

「たがわ情報センター」で実施します

申告書の提出期限

　所得税・贈与税の申告は　　平成29年３月15日（水）まで

　個人事業者消費税の申告は　平成29年３月31日（金）まで

確定申告相談会場

　会場：たがわ情報センター（田川市番田町２番１号）

　期間：平成29年２月16日（木）から平成29年３月15日（水）まで

　受付：午前９時から午後４時
※この期間は田川税務署での申告相談は行いません。

※土・日曜日及び祝日は休みとなります。
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